

























になるが、結局 「商人」達は 自らの経済的繁栄を維持するために 自由放任主義ではな、 , ,
く 国の諸措置（保護関税 資金援助 アジア市場への軍事的進出）に益々依存するように, , ,
なり、西欧流の議会主義政治や立憲主義的理念を受け入れず 地方自治や市民的自由とい,
う問題にはほとんど関心を示さなかった。ロシアでは 西欧と比べて 資本家的企業家と, ,















。 、 （ ） 、 「 」範に商工業に従事した しかし 主たる商工業従事者 企業家 は都市住民 特に 商人
と呼ばれた人々であった。ロシアにおいて 「商人」が、歴史的に、どのように形成され、
ていったのかを跡づけよう。
商人を示すロシア語は 、 、 等数種類ある。古くは、ゴスチ（ ）kupechesvo kupets gost' gost'
は他の都市や国との商取引に従事する者を指し、地元の商取引に従事する者をクペーツ
（ ）と称した。クペーチェトスヴォ（ ）は一般的に「商人」を意味するとkupets kupechesvo
( )考えられる。 4
ロマノフ朝の成立後、１６４９年の法典（ ）の中で、商人は、貴族・士族や農Ulozhenie
民と並ぶ都市住民の一翼を形成する 。税金（ ）を支払った都市住民（＝商人）は、( )5 tiaglo
都市での商工業に従事する権利を認められることになったのである。それは、領主や修道
院に属しながら商工業に従事する農民からの競争への対抗措置であったとされる。又、逆
、 、 、 （ ）に この措置は 商人を都市内部の商工業活動に限定させることになり 商人身分 soslovie
( )の形成に結びついたとの指摘もある。 6
ピョートル１世（治世１６８９～１７２５年）の時代、都市の商工地区の住民は、正規

































































































































































達）商会 （ ）を、１８７３年に資本金５００万ルー」 Torgovyi dom Savva Morozov s synov'iami
ブリの会社（ ）に改組して 「サッヴァ・モローゾフ（及びその息子paevoe Tovarishchestvo 、




１８７３から１８８９年まで、専務取締役（ ）の地位にあった 「サッdirektor-rasporiaditel' 。





















、 、 、 、実業家としてのチモフェーイの関心は 綿工業に限定されることなく 銀行業 保険業
商工業一般に幅広く及んでいた。タシケントの絹工業に関心を持ち、１８７１年の「モス
クワ＝タシケント会社 （ ）の設立を主導した。絹工業」 Moskovsko-tashkentskoe Tovarishchestvo








年 、モスクワ取引所委員会を主催し（１８６８－１８７８年 、ロシア商工業協力協会） ）












































織物会社 「トヴェーリ織物会社 「サッヴァ・モローゾフ（及びその息子達）ニコリ」、 」、
スキー織物会社」である。それぞれの会社の概要について、当時の工場統計を用いて検討
しよう。つまり、１８８１年出版の『工場案内（１８７９年版 』 、１８９４年出版の） ( )59






























３７万反 年間生産額７百万ルーブリ 労働者数８千１百人となる 付属施設は 学校 生、 、 。 、 （




































、 。 、 、 、は モローゾフ家の場合も垣間見られる しかし 本稿で示したように モローゾフ家は
実業家として、積極的な企業活動を展開している。そのようなモローゾフ家の活動が、ロ
。 、 。シア綿工業の発展を支えていたのである もちろん ロシアにはロシアの経営風土がある
例えば、企業家と権力との関係である。いずれ、検討の対象としたい。
注
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J.L.West and I.A.Petrov ed., Merchant Moscow,大きな影響を与えたとも言われる。例えば、
Princeton, 1998 Merchant Moscow , p.13.（以下では と略す）
( )ヴァシーリーの息子サッヴァ、という意味である。以下同様。32
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Finliandskim. Spb., 1881 Ukazatel' fabrik i zavodov. Spb., 1881 .（以下では と略す）
60 Ukazatel' fabrik i zavodov evropeiskoi Rossii. Izd. 3-e. Spb., 1894 Ukazatel' fabrik i( ) （以下では
zavodov. Spb., 1894 .と略す）
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62 Ukazatel' fabrik i zavodov. Spb., 1881, str.49, Ukazatel' fabrik i zavodov. Spb., 1894, str.41, Spisok fabrik( )
i zavodov. Spb., 1903, str.6.
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